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研究成果の概要（和文）：第二言語学習における教員の不足の問題に対処するため，独学で協調学習ができる日
本語学習支援システムを構築した．本研究では特に(1)協調学習者を前提とした日本語対話訓練システムの開発
(2)日本語初学者を対象とした音声認識技術の開発(3)ユーザプロファイルを備えた対話制御の実現の3つに着目
して研究を進めた．協調学習者エージェントであるCLAと一緒に学習ができる学習支援システム，母語による発
音誤りやすさを考慮した発音誤り判定を備えた学習支援システムの構築を行った．また，学習者の理解状況に応
じて次に学習するコンテンツを推薦する機能を持つ日本語学習支援システムを作成した．

研究成果の概要（英文）：To address the problem of the shortage of teachers in second language 
learning, we have developed a Japanese language learning support system that enables self-study and 
cooperative learning.
In this research, we focused on three areas in particular: (1) development of a Japanese dialogue 
training system based on cooperative learners, (2) development of speech recognition technology for 
beginners of Japanese, and (3) realization of dialogue control with user profiles.
We developed a learning support system that enables learners to learn together with CLA, a 
cooperative learner agent, and a learning support system with a pronunciation error detection system
 that takes into account the pronunciations errors made by native speakers. We also developed a 
Japanese language learning support system with a function to recommend the next contents to be 
learned according to the learner's comprehension status.

研究分野： 学習支援

キーワード： 日本語学習支援　ディクトグロス　発音評価
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研究成果の学術的意義や社会的意義
現在，日本語対話訓練システムの研究は幾つか行われている．発音の評価を行うシステムなどは多く存在し商用
のアプリケーションも存在する．しかし，音声対話をベースとした，日本語対話訓練システムはほとんど存在し
ない．本研究では，日本語を第二言語とする日本語初学者が，独学でも複数の学習者と教師がいる状況を疑似体
験できる環境を構築する．これからますます日本語を学びたい学習者の数が増えていくと予想されるため，本研
究で作成する音声が利用可能な日本語対話訓練用システムを開発することは非常に意義のある研究といえる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

近年の国際化の流れもあり，第二言語学習における教員の不足が問題となっている．平成 27 年
11 月の文化庁の日本語教育実態調査[1] によれば，日本国内では約 19 万 2000 人の日本語学習
者がいて，平成 23 年度の約 12 万 8000 人からみても，1.5 倍となっており，増加傾向にある
ことが分かる．その一方で，日本語の教師数は 3 万 6000 人強であるが，先に示した日本語を
学習したい学生等の増加に対日本語の教師数の増加は追従できていない．そのため，日本語初
学者は独学での日本語学習をする必要性がでてくる．独学での学習では，文法学習などによる
読み書き能力の学習や，CD 教材等で音声を聞く聞き取りの学習は可能であるが，特に，発話
を伴う学習は難しい．また教師がいない状況では誤った学習をしてしまった際にそれに気づき
にくいという問題もある．このような現状から，コンピュータが教師の役割をしてくれる第二
言語学習支援システムが望まれている． 

 

２．研究の目的 

本研究では，第二言語として日本語を学ぶ留学生を対象とした，日本語音声対話訓練システム
を開発する．対話訓練では，コミュニカティブアプローチをベースに，Focus on Form の考え
も取り入れる．また，用意するシナリオ毎に，予めそのシナリオで発話すべき内容を記述した
シチュエーション知識と呼ばれる知識を教師が準備する．システムは，用意されたシチュエー
ション知識を使い，留学生の発話誤りを推定し，その誤りを理解しつつ，Focus on Form の考
えに従い，教師の指定した学習項目のみ対話中に誤りにフォーカスした応答を与える．シチュ
エーション知識を音声認識側でも利用し，これまでに培った対話制御を拡張し，音声対話が可
能な日本語音声対話訓練システムを開発する． 

 

３．研究の方法 

(1) 協調学習者を前提とした日本語対話訓練システムの開発 

我々の研究成果の一つであるシチュエーション知識を利用した日本語対話訓練システム[2]で
は，教師役のエージェントと学習者が，ある役割を演じながら対話を疑似体験できる．また，
同様に日本語ディクトグロス学習環境では，自身と同じ立場である協調学習者エージェントと
ともに，お互いのディクテーション結果について単語の有無を理由を伴って相談できる[2]．こ
の 2 つの研究成果を組み合わせて，協調学習者エージェントとともに対話訓練ができる日本語
対話訓練システムを開発する． 

 

(2) 日本語初学者を対象とした音声認識技術の開発 

通常の日本人を対象とした日本語音声認識においては様々な認識精度の高精度化技術がある．
しかし，日本語初学者が教師エージェントや協調学習者エージェントと対話をする場合，コー
ドスイッチや上位概念での説明などによって発生する意味交渉を適切に解釈できる必要がある．
また，学習中の言語であることを考えると，通常の発話に比べて発音が揺らいだりするなど，
音声認識自体も困難になることが予想される．さらに，これらの状況は母国語によっても状況
が変わることが知られている[3]．全ての母国語の状況変化に対処するのは難しいため，本研究
では対象母国語を制限する．文化庁文化部国語科の調査[4]によれば日本語学習をしている学習
者の出身国分布は，中国が 34.0%, ベトナムが 18.2%，ネパールが 6.0%, 韓国が 4.8% である．
大学の留学生に限定すれば，1 位，2 位は変わらず，韓国が 3 位，台湾が 4 位である．そこで，
本研究では，これらを母語とする留学生日本語学習者を想定した日本語音声認識の枠組みを開
発する．また，シチュエーション知識を利用した発話意図推定技術を考案する． 

 

(3) ユーザプロファイルを備えた対話制御の実現 

日本語対話訓練システムでは，ユーザの発話に応じて対話を進めたり，誤文から正文を推定し
たりして，応答文を決定する．これには，研究代表者がこれまでに行ってきた音声対話制御の
技術が応用できる．しかし，現状では，長期に渡っての継続した学習の場面でシステムを使う
ことが想定されていない．そこで，ユーザの学習項目毎の習熟度を判別する枠組みを確立し，
習熟度に沿った適切なフィードバック指導を実現する．  

 
４．研究成果 
(1) ディクトグロスシステムのコンテンツ整備とユーザプロファイルの検討 
これまでに構築したディクトグロスシステムについては，今後の研究のベースとなるため，シ
ステムの整備もかねてコンテンツを整備し，22lessonを新規に登録した(図１)（学会発表 5番
目（Kogure et al. 2017）に該当する）． 



 

 

 

図 1.日本語ディクトグロスシステム 
 
またディクトグロスシステムの協調学習者エージェント CLA の知識レベルを考慮して，学習者
の知識レベル差により，学習者が CLAに教える立場（Learning by Teaching）を実現した（学
会発表 3 番目（鎌田ら，2020）に該当する）．これを応用してユーザプロファイルの実現を進め
ていたが対外発表までの実装には至っていない． 
 
(2) 母語の違いを考慮した発音評価が可能な日本語ディクトグロス学習支援環境の構築 
研究方法の(2)に該当する研究である．まず，音声認識用の辞書にあらかじめ誤りやすい発音表
記を登録することで，誤った発音での発話を認識できるように音声認識辞書を整備した（図 2）．
音声認識結果に，正解の場合は T_というラベルを，不正解の時には，F_というラベルと対応す
る正解の発音表記を含めることで，音声認識後のフィードバックで利用できるよう実装をした
（学会発表 6 番目(中原ら,2018)および学会発表 4 番目（Kogure et.al 2018)に該当する）．さ
らに話者の母語として，中国語（北京，上海，広東，台湾語，韓国語，英語，ベトナム語，ポ
ルトガル語の 8言語について，発音の誤り易さを文献等を調査して取りまとめた．言語選択に
ついては，中国語，台湾語，韓国語については前述の学習者上位，英語については国際的な公
用語として，ポルトガル語については，研究代表者の所属する静岡大学浜松キャンパスのある
浜松特有の問題としてブラジル人が多いことからポルトガル語も対象としている．発音評価時
に使える発話分のパターンを増やすなどして改良を加えた．日本人 4名による，「発音をこちら
が指定した通の誤った発音で」発話してもらいそれが正しく誤った発音で認識されるかという
実験を実施し，その認識率は，80%～90%程度となった．この認識率は決して高い数値ではない
が，誤った発音表記を辞書に登録していなければ，誤ったことを認識できないため，ある程度
の成果と言える（学会発表 1 件目（Kogure et al. 2020）に該当する）． 
 

 
図 2. 「夏」の発音表記と誤り発音の音声認識用辞書表記例 

 
(3)教師がシチュエーションを自由に編集可能な日本語対話体験協調学習支援システムの開発 
協調学習を前提とした日本語対話体験システムを構築した．協調学習者エージェントとともに
あるシチュエーションで会話を進めていく．本研究においてはとくに「シチュエーションを教
師が設定可能である」点を重要視して開発を進めた．本研究では学会発表 3番目の研究成果を
踏まえ，CLA の知識レベルを学習者が自由に選択できる枠組みを導入している．また文化庁の
提唱した学習の流れに従い，「導入」「基本練習」「応用練習」の順番で日本語を学習できる環境
を構築した．導入では，これから学習する言語形式の開設を，基本練習では，文章を反復入力
したり，穴埋め問題を選択肢から選んだり，自由記述で入力できる．応用練習では，CLA と学
習者が教師が設定したシチュエーションで対話体験ができる（図 3）．教師はこれらを Excelフ
ァイルで任意に指定できる．例えば，基本練習で，どんな問題を何回，どんな形式で提示する



 

 

か，応用練習でどんなシチュエーションで，CLAと学習者がどんな対話をするのか，CLAが間違
える場合はどのように間違えるのか，などを設定できる（学会発表 2番目（鎌田ら，2021）に
該当する）．本研究成果については現在国際会議へ投稿中である． 

 

 
図 3．協調学習者エージェントとの対話体験システム（応用練習部分）． 
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